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	「『攻め』の防災に向けた気象災害の能動的軽減を実現するイノベーションハブ」
	中村　一樹（国立研究開発法人防災科学技術研究所　気象災害軽減イノベーションセンター長補佐）
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	3.気象災害軽減コンソーシアムの枠組みの活用
	4.セブン-イレブン・ジャパンと防災科学技術研究所の連携による取り組み



